
過疎化や少子高齢化が進む人口過少地域において、ICTの活用により、遠隔地間における児童生徒の学びの充実や、社会教育施設等と連携した遠隔講座の
実施など、学校教育及び社会教育における教育の質の維持向上を図るための実証研究を実施する。（３年間）

人口過少社会における学校教育及び社会教育の質の維持向上
地域コミュニティ機能の存続及び活性化

人口減少社会におけるＩＣＴの活用による教育の質の維持向上に係る実証事業

我が国の人口減少が加速化することが確実視されている中、将来的に全国各地において現行の学校規模を維持することが困難な人口過少地域が増加する
ことが予想されている。併せて、社会教育においても同様に地域人材が不足しており、今後、そのような地域における教育水準の維持向上が課題となることが
予想される。 【在学者数推移（小・中・高） 昭和23年 約1,677万人 昭和60年 約2,263万人 平成25年 約1,356万人】（学校基本調査より）

課題・背景

事業概要（イメージ）

平成27年度予定額 １４２百万円（新規）

＜学校教育におけるＩＣＴを活用した実証研究＞
（小中等 ９地域）

遠隔地間における双方向型の
協働学習や合同学習を実施

＜人口過少地域におけるＩＣＴを活用した社会教育実証研究＞
（３地域）

小規模学校における学びの質の維持向上 人口過少地域における社会教育の質の維持向上

過疎地域

学 校小規模学校

人口過少地域の学校教育の維持向上を図るため、指導方法の
開発や教育効果の在り方などに関する実証研究を実施

人口過少地域の社会教育の維持向上と地域コミュニティの活
性化を図るため、ＩＣＴを活用した社会教育の実証研究を実施

遠隔地間における
講座・学習機会の提供

などを支援
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